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色のついた鼻みずが続くようなら、 

副鼻腔炎（蓄膿）のチェックをしましょう。 

 

慢性副鼻腔炎（蓄膿症）     

下記症状が数ヶ月みられた場合、副鼻腔炎になっている可能性が 

あります。 

 

 



検査 

副鼻腔レントゲンを撮ります。 

   

鼻の周りにある 4つの空洞である、副鼻腔のどこに陰影があるかで 

診断がつきます。 

  

治療 

・内服治療 ― 抗生剤を 2-3ヶ月内服。 

・ネブライザー治療 ― 鼻処置の後吸入することで、局所の炎症を 

引かせます。 

 ・手術治療 － 鼻茸がある症例、重症の副鼻腔炎、内服治療で 

改善ない症例は手術の適応となります。 

最近の手術は鼻内から行うため、以前の手術と 

比べると体の負担や傷の治りは早いです。 

  


